
 

令和元年７月 

市長定例記者会見次第 

 
 
１．日 時：令和元年７月１２日（金） １４：００～ （約１時間） 
 
２．場 所：４０５会議室 
 
３．出席者：市長、関係局長ほか 
 
４． 案 件 

 
（１）谷口吉郎・吉生記念金沢建築館の開館について（資料番号１） 
 
（２）みらいクリエイター養成塾の開講について（資料番号２） 
 
（３）和食のジュニアエリート養成事業の開催について（資料番号３） 

 
（４）非常時行動防災シートについて（資料番号４） 
 
（５）子どもの貧困に関する市民説明会～子どもの育ちと生活を支えるために～ 

 の開催について（資料番号５） 

 

 （６）簡易宿所等のあり方検討庁内プロジェクトの結成について（資料番号６） 



 
市長定例記者会見資料 

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館の開館について 

 

１ 名誉館長委嘱状交付式 

・日時：令和元年７月２６日（金）午前９時～９時１５分 

・場所：金沢市文化ホール（高岡町１５番１号） 

・名誉館長：谷口吉生（たにぐち よしお）氏 

２ 開館記念式典 

・日時：令和元年７月２６日（金）午前１０時～１０時４０分 

・場所：金沢市文化ホール大集会室（高岡町１５番１号） 

・内容：①式辞 

②来賓祝辞 

③館長謝辞 

④設計者スピーチ 等 

⑤内覧 時間：午前１１時～１２時３０分 

場所：金沢建築館（寺町５丁目１番１８号） 

３ 一般公開 

・日時：令和元年７月２６日（金）午後２時～ 

４ 開館記念特別展 

・日時：令和元年７月２６日（金）午後２時～令和２年１月１９日（日） 

・場所：金沢建築館（寺町５丁目１番１８号） 

・概要：「清らかな意匠」―金沢が育んだ建築家・谷口吉郎の世界と題し、金沢 

との関わりをベースに、谷口吉郎の生い立ち、主要作品と建築思想を、 

文筆家としても知られている吉郎氏の文章を手掛かりに紹介。 

５ ホームページの公開 

https://www.kanazawa-museum.jp/architecture/ 

６ ミュージアムショップ、カフェについて 

ミュージアムショップでは、谷口吉郎作品集（復刻版）をはじめとする谷口親子  

  や建築に関する書籍、谷口建築のポストカード等を販売するとともに、建築館にふ 

  さわしい品々を来館者に提供するため、谷口吉生氏が設計したニューヨーク近代美 

  術館のＭｏＭＡ Design Store のアイテムを取り扱い、開館当初の取扱いアイテム 

  数は約 100 点を予定している。 

また、カフェ事業者として株式会社メープルハウスが出店予定。 

 

（参考）［名誉館長経歴等］ 
（１）氏名：谷口 吉生（たにぐち よしお） 
（２）略歴：1937 年 東京生まれ 

1960 年 慶応義塾大学工学部機械工学科卒業 
1964 年 米国ハーヴァード大学大学院建築科卒業 
1965 年 東京大学都市工学科丹下研究室に在籍 
1979 年 谷口建築設計研究所所長に就任 

（３）主要作品：資生堂アートハウス、東京都葛西臨海水族園、ニューヨーク近代美術館、 
                京都国立博物館平成知新館 等 

令和元年７月 12 日 

企画調整課 髙桒 

TEL 220-2031 









 
 

               
市長定例記者会見資料 

 

みらいクリエイター養成塾の開講について 
 

 
 最先端のテクノロジーと金沢が誇る伝統・学術・文化を学んで掛け合わせて、新たなものを創

り出す養成塾を開講し、あわせてＩＴビジネスプラザ武蔵でのオンライン自主学習を促し、子供

達の自発的な能力向上を図る年間プログラムを実施します。 

 

１．日 時  令和元年７月２０日（土）１６：００～１８：００ 

２．場 所  ＩＴビジネスプラザ武蔵 

３．内 容  ①開講式：市長あいさつ 

            松田金沢市プログラミング教育ディレクター激励 

            講師紹介（９人） 

市長から全員に受講証を交付 

            誓いのことば：小学生代表と中・高・高専生代表の２人 

            記念撮影 

②講義：みらいを創る！時代認識と４つのエピソード 

     講師：松田 孝 金沢市プログラミング教育ディレクター 

③デジタルアートで複合現実を体験（１９：３０～） 

           金沢 21世紀美術館に移動し、 

金沢ナイトミュージアムオープニングイベントに参加 

４．参加者  受講者40人と保護者 

小学４年生～６年生    20人 

中・高・高専生１～３年生 20人 

 ５．応募に寄せたコメント（抜粋） 

（養成塾への思い） 

・調べたり試行錯誤を繰り返し、目的を達成できるプログラミングが好きである 

・プログラミングが必須となる世代であり、そこに触れる機会を得たい 

・テクノロジーが新たな価値を生むための様々な体験をこの塾で学びたい 

・現実世界とデジタル世界を結ぶ媒体を作りたい 

（将来の希望） 

・遠隔操作で高齢者の生活を支援するシステムを作りたい 

・生活に役立つものを作るプログラマーになりたい 

・クリエイターになって、多くの人を楽しませるゲームを作りたい 

令和元年７月12日 

産業政策課 土村 

TEL 220-2195 







 
               
 

 

市長定例記者会見資料 

 

和食のジュニアエリート養成事業の開催について 
 
金沢芽生会や金沢料理職人塾の料理人と連携し、食文化の将来を担う子供達を発掘・育成する

養成事業を開始します。 
第１回は、かつお、昆布、椎茸などの出汁素材やその引き方、素材を組み合わせた出汁の味の

違いを学びます。 
 

１．日 時  令和元年７月２７日（土）１４：３０～１６：００ 

２．場 所  近江町交流プラザ３階 キッチンスタジオ 

３．内 容  市長あいさつ後、プロの料理人による指導・実習 

４．参加者  20人（小学２年生から中学３年生まで、各学年１～３人） 

５．年間プログラム 

 日 時 会 場 テーマ 講  師   

第１回 ７月27日(土) 近江町交流プラザ 素材や引き方による出汁の違いを学ぶ 金沢芽生会 

第２回 ８月24日(土) 近江町交流プラザ 調理道具の使い方や職人の技を学ぶ 金沢料理職人塾 

第３回 ９月28日(土) 近江町交流プラザ プロが教える家庭料理に挑戦する 金沢料理職人塾 

第４回 10月 19日(土) 料 亭  つ ば 甚 金沢の食文化を五感で感じる 金沢芽生会 

第５回 11月 17日(日) 近江町交流プラザ 出汁と旬の食材を使った和食を創る 
金沢芽生会 

金沢料理職人塾 

自 

由 

参 

加 

８月７日(水) A_R E S T A U R A N T 
全日本高校生WASHOKUグランプリで 

和食の見識を深める 
 

10月 12～14日 

(土・日・月祝) 
しいのき迎賓館 

食文化フェスタのワークショップで 

和食の魅力を発信する 
 

任意 

参加 
来年３月 （未定） 

金沢の食文化推進委員会で成果を 

発表する 
 

 

６．応募に寄せたコメント（抜粋） 

（和食に興味を持った理由） 

・祖母が作るご飯がおいしくて、何より好きになったから 

 ・かつお節と昆布で初めて取った出汁がとても美味しかったから 

 ・夏休みの自由研究で、加賀野菜を調べたり料理を作ったりして、和食に興味を持ったから 

 ・和食は日本の文化であり、その文化を引き継ぎたいと思ったから 

（和食に対する思い） 

 ・和食は見た目と味で２回楽しめ、カロリーが少なくヘルシーなところが良い 

・魚料理が好きだが、味付けに悩んでいる 

（得意な和食） 

 ・卵焼き、だし巻き卵、味噌汁、えびす、刺身、すし、親子丼 など 

令和元年７月12日 

産業政策課 土村 

TEL 220-2195 







                                                      
 

 

市長定例記者会見資料 

非常時行動防災シートについて 

 

正しい避難行動を理解することの重要性を市民に啓発するため、「非常時行動防災シー

ト」を作成し、市内の全戸に配布しました。 
 

１ 作成の経緯 

平成３０年７月豪雨を教訓に住民に対して早期避難を促すため、内閣府が昨年８月、

中央防災会議・防災対策実行会議の下にワーキンググループを設置し、平成３１年３

月に「避難勧告等に関するガイドライン」の改定を実施しました。この改定により、

防災情報について、情報の意味がより直感的に分かりやすいものへと変更されること

になりました。 
本市においても、昨年９月の台風第２１号到来時の市内全拠点避難所開設等を教訓

に、正しい避難行動を理解することの重要性を市民に啓発するため、「非常時行動防災

シート」を作成し、配布したものです。 
 

２ 体裁  

  A4 版 両面カラー 
 

３ 内容 

  表面 災害時に発令される避難情報と、市民がとるべき行動について 
   裏面 避難情報や防災気象情報の入手方法について 
      自分の避難場所記入欄 等 
 
 

【参考】避難勧告等に関するガイドライン改定概要 

・ 防災情報を５段階の警戒レベルにより提供することなどを通して、受け手側が

情報の意味を直感的に切迫度を理解しやすいものとし、住民の主体的な避難行動

を支援。 

・ 避難勧告等の発令に資する情報を、気象庁、河川管理者等が連携し、市町村に

提供することで市町村の発令判断を支援。 

令 和 元 年 ７ 月 １ ２ 日 
危 機 管 理 監 危 機 管 理 課 
担当 石山、中谷 
電話 ２２０－２３６６ 



命を守る正しい避難行動！
行 動 を 促 す 情 報　警戒レベル

発 令 される「 避 難 情 報 」

●警戒レベルは、洪水、土砂災害、高潮、内水氾濫の場合に伝達します。（津波は対象外）

●災害が発生するおそれが極めて高い状況等で、避難場所への避難がかえって危険となる場合

には、近隣の安全な場所へ避難するか建物内のより安全な部屋へ移動してください。

●上記の避難情報によることなく身の危険を感じたら、迷わず自発的に避難してください。

※1　災害が発生していることを把握した場合に、可能な範囲で発令します。

※2　緊急的又は重ねて避難を促す場合に発令します。必ず発令するものではありません。

※3　気象庁が発表します。

災害発生情報 　

避難指示（緊急） 

５

４

３

２

１

避 難 勧 告  

避難準備・高齢者

等避難開始

高齢者、障害の

ある方等は避難

注 　 意 　 報　

早期注意情報　

⇒

（警報級の可能性）

（他の市民の方は準備）

※1

※2

※3

※3

命を守る

最善の行動を！

⇒  緊 急 に 避 難

⇒

⇒  全 員 避 難

⇒  市民がとるべき行動

⇒  避難行動を確認

⇒  心構えを高める

保存版



避難情報・防災気象情報を入手する

事前に準備しましょう

金沢市危機管理課　TEL：076-220-2366　FAX：076-233-9999

我が家の避難場所（避難所）　例：○○小学校など

記入しましょう

記入しましょう

我が家の集合場所　各町会指定の集合場所など

ハザードマップを

確認しよう
避難ルートを

確認しよう

日頃から３日分の

食糧を備蓄し、

避難所へ持って

いこう

テレビ（データ放送）
ニュースなどで最新情報を入手しましょう。

データ放送では、災害情報や避難情報が

配信されます。

金沢ぼうさいドットコム
気象警報、避難情報などを登録者へ

メールでお知らせします。

スマホで情報入手

金沢市ホームページ
避難情報、避難所の開設場所などを

お知らせします。

同報防災無線
市内の屋外スピーカー

から避難情報等を発信

します。

緊急速報メール
緊急時、避難情報や

災害情報などを対応

している携帯電話に

配信します。

DATA

石川県河川総合

情報システム

金沢地方気象台 石川県土砂災害

情報システム

▼聞き取れなかったときは▼

▼登録はこちら▼

▼河川の水位▼ ▼気象情報▼ ▼土砂災害情報▼

電話案内サービス（自動音声）

☎0180-99-7171

E-mail

（登録不要、市内エリア限定）



市長定例記者会見資料 

子どもの貧困に関する市民説明会 

～子どもの育ちと生活を支えるために～ の開催について 

 

 

１．目的 

  ２月に策定した「金沢市子どもの貧困対策基本計画」を広く市民に周知し、

子どもの貧困に関する理解を促進するとともに、こども総合相談センター所

管の相談業務や子育て支援サービス等の紹介を行い、本市の子育て支援施策

について市民への周知をはかる。 

 

２．開催日時・会場 

  ７月 23 日（火）19:00～ 教育プラザ富樫 

  ７月 25 日（木）19:00～ 松ヶ枝福祉館  ※手話通訳あり 

  ７月 27 日（土）10:00～ 泉野図書館   ※託児対応あり（要予約） 

  ７月 28 日（日）10:00～ 市保健所    ※託児対応あり（要予約） 

  ７月 30 日（火）19:00～ 元町福祉健康センター 

  ８月２日（金） 19:00～ 異業種研修会館 

  ８月６日（火） 19:00～ 小立野公民館 

  ８月９日（金） 19:00～ ものづくり会館 

 

３．内容 

  ・子育て支援課担当より、金沢市子どもの貧困対策基本計画について、また

貧困対策関連の事業や取り組み、子育て支援サービス等について説明 

  ・こども総合相談センター担当より、相談業務や子育て支援サービスについ

て説明。 

 

４．その他 

  ・参加への事前申し込みは不要。託児利用については事前予約が必要。 

令和元年７月１２日 

福祉局こども未来部

子育て支援課 藤木 

  ２２０－２２７０ 



金沢市　子育て支援課
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金沢市　子育て支援課
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令和元年７月 12 日 

衛生指導課 一山 

 (234-5112) 

 

市長定例記者会見資料 

簡易宿所等のあり方検討庁内プロジェクトの結成について 

 
 

  簡易宿所の開設数の増加に伴い、管理者不在による騒音やごみ出しのトラ

ブル等を懸念する周辺住民からの声が高まっており、さきの金沢市町会連合

会との市政連絡会においても問題提起がなされたところである。 

一方で、簡易宿所や民泊は、観光振興や空き地・空き家の利用促進に寄与

している面もある。 

これらのことを踏まえ、本市の今後の対応を検討するため、関係課による

庁内プロジェクトチームを結成する。 

 

 

【プロジェクトの進め方】 

１．庁内プロジェクトの構成 

衛生指導課、都市計画課、観光政策課、歴史都市推進課 等 

 

２．有識者及び事業者との意見交換会の開催 

 

※ 必要な場合には、金沢市旅館業法施行条例等を改正 


